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江別市地域おこし協力隊（スマート農業普及啓発）
地域協力活動管理業務の事業者として選定

酪農学園認定ベンチャー



2026年4月開設予定 

農環境情報学類

※新学類は設置構想中であり、今後、内容の変更の可能性があります。



インターリージョンの対象領域

RS
小型無人飛行機
UAV（ドローン）

標高

土地利用

建物

河川

道路

GNSS

GIS、リモートセンシング、ドローン、GNSS/GPS、インターネット



GISソフトでの３D表示
酪農学園認定ベンチャー



ドローンによるヒグマの餌となるオニグルミの探索
酪農学園認定ベンチャー



オニグルミの分布

酪農学園認定ベンチャー



ヒグマ対策、このようなお困りごとはありませんか？

市街地出没の増加
山から生活圏へのシフトによる

対応負担の激増

環境省ガイドライン改定対応
新基準(排除エリア等)に沿った
計画見直しの高いハードル

分断された情報
紙の地図、Excel、電話報告が散
在し、情報が一元化されない現状

ICT活用の壁
ツールを入れても現場で使われず、
次なる対策に活きないジレンマ

計画の策定からICTを活用した日々の運用まで、
分断された対策を「一貫支援」でつなぎ直す必要があります。



本日のお話し

• 前回（2025年12月3日）+檜山振興局（2026年3月24日）のヒグマ勉強会の報告

• ヒグマゾーニングマップの作成（北海道と環境省のガイドライン）

• GISを活用した情報システムの先進事例の紹介

• インターリージョンの提案

（GISによるヒグマゾーニング計画の策定 及び情報収集公開システムの構築）
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DXとGISとは？

DX : デジタル技術を使って、仕事や生活の『仕組みそのもの』を良くすること
GIS : 地図の上に、いろいろなデータを重ねて『見える化』するシステム



G Geographic 地理

I Information 情報

S System システム

GISとは？



道路

建物

河川

等高線

浸水域

Output系GIS

住環境

森林資源

環境保全

防災

Input系 GIS

現実世界

GISとは、現実の世界を単純な地図（レイヤー）に
分解し、それを組み合わせて主題図を作るもの

アナログ デジタル
デジタル
アナログデジタル



オープンデータの事例：国土交通省３D都市モデル プラトー（札幌）
https://www.mlit.go.jp/plateau/about/

国交省が作成した３D都市モデル（プラトー）のオープンデータを、酪農学園大学のサーバーで表示・公開
https://rakuno-gis.maps.arcgis.com/home/webscene/viewer.html?layers=02345e63969549ef884915c7a4da242f

https://rakuno-gis.maps.arcgis.com/home/webscene/viewer.html?layers=02345e63969549ef884915c7a4da242f
https://rakuno-gis.maps.arcgis.com/home/webscene/viewer.html?layers=02345e63969549ef884915c7a4da242f
https://rakuno-gis.maps.arcgis.com/home/webscene/viewer.html?layers=02345e63969549ef884915c7a4da242f
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北海道ヒグマ管理計画（第２期）改定

北海道のゾーニング



参考：滝上町ヒグマゾーニングマップ（北海道基準）

（道からデータの提供を受けインターリージョンが作成）

https://arcg.is/0T1jT40

https://arcg.is/0T1jT40

使用GISソフト
ArcGIS pro, ArcGIS Online
使用データ
滝上町ヒグマゾーニングデータ
国土数値情報学校データ
国勢調査2020年人口データ
Vantor社WorldView3衛星

https://arcg.is/0T1jT40


ヒグマ出没ポテンシャルマップの作成



ヒグマ出没環境抽出マップ

令和5年度ICTを活用したヒグマ出没重点監視エリア抽出手法等検討検証モデル事業委託業務報告書

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/0/0/5/1/7/4/2/_/%E3%80%90HP%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E5%BA%A6(2023%E5%B9%B4%E5%BA%A6)ICT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%83%92%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%87%BA%E6%B2%A1%E9%87%8D%E7%82%B9%E7%9B%A3%E8%A6%96%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%8A%BD%E5%87%BA%E6%89%8B%E6%B3%95%E7%AD%89%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A7%94%E8%A8%97%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/0/0/5/1/7/4/2/_/%E3%80%90HP%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E5%BA%A6(2023%E5%B9%B4%E5%BA%A6)ICT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%83%92%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%87%BA%E6%B2%A1%E9%87%8D%E7%82%B9%E7%9B%A3%E8%A6%96%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%8A%BD%E5%87%BA%E6%89%8B%E6%B3%95%E7%AD%89%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A7%94%E8%A8%97%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/0/0/5/1/7/4/2/_/%E3%80%90HP%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E5%BA%A6(2023%E5%B9%B4%E5%BA%A6)ICT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%83%92%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%87%BA%E6%B2%A1%E9%87%8D%E7%82%B9%E7%9B%A3%E8%A6%96%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%8A%BD%E5%87%BA%E6%89%8B%E6%B3%95%E7%AD%89%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A7%94%E8%A8%97%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/0/0/5/1/7/4/2/_/%E3%80%90HP%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E5%BA%A6(2023%E5%B9%B4%E5%BA%A6)ICT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%83%92%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%87%BA%E6%B2%A1%E9%87%8D%E7%82%B9%E7%9B%A3%E8%A6%96%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%8A%BD%E5%87%BA%E6%89%8B%E6%B3%95%E7%AD%89%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A7%94%E8%A8%97%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/0/0/5/1/7/4/2/_/%E3%80%90HP%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E5%BA%A6(2023%E5%B9%B4%E5%BA%A6)ICT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E3%83%92%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%87%BA%E6%B2%A1%E9%87%8D%E7%82%B9%E7%9B%A3%E8%A6%96%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%8A%BD%E5%87%BA%E6%89%8B%E6%B3%95%E7%AD%89%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A7%94%E8%A8%97%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf


北海道 ゾーニング管理の留意事項

・関係者間（北海道、市町村、警察、狩猟者団 体等の地域関係者）で各ゾーンにおける
適切な対応や対策について共通認識を持つことが重要
・地域の実情に合わせてゾーンを 設定する必要
・ゾーニング計画は「対応の目安」であり、状況に応じた柔軟な運用が必要



2026年4月
環境省 特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ編）



環境省のゾーニング区分



環境省と北海道のガイドラインのゾーニングの比較

特定計画作成ガイドライン（クマ類）令和７年度版（案）：パブリックコメント用資料 道ヒグマゾーニング管理ガイドライン
区分 目的 定義 区分 対応方針 エリア概要・捕獲や防除の方針

排除エリア

人身被害等
の発生や経
済的損失の
防止 

○人の安全や生産活動を最優先させるゾーン。市街地等
や集落、農地に加え、市街地等の中に位置する河川・河
畔林等を含む。
○排除エリアは、前ガイドラインでは「排除地域」及び「防
除地域」を合わせたゾーンであり、補足資料では「人の
生活圏」が該当。

排除地域

ヒグマを入らせない・入ったらすぐに
対応

○市街地、集落内の住居集合地
域などの人間の居住地。

○緊急的な市街地侵入対応によ
る捕獲。侵入経路の遮断など。

防除地域

ヒグマを寄せ付けない防除を実施 ○農業、水産業など人間活動が
盛んな地域。

○被害防除や排除地域への侵入
防止を目的とした捕獲。電気柵
による侵入防止や誘因物の撤
去など。

管理強化エリア

クマの定着
や排除エリ
アへのクマ
の侵入の防
止 

○クマの定着や排除エリアへのクマの侵入を防止するた
めに、積極的に対策（捕獲等・生息環境管理・被害防除
対策）を実施するゾーン。 
○管理強化エリアは、補足資料では「管理強化ゾーン」が
該当。

緩衝地帯

問題を未然に防ぐ

※ヒグマを人の生活圏から遠ざけ、出

没を減らすためには、緩衝地帯にお
ける対応方針の設定が重要。

※重点的に対策を行う範囲を明確にし
たい場合は記載可能。

○コア生息地と防除地域・排除地
域の間の地域（バッファーゾー
ン）。

○春期管理捕獲や被害防止のた
めの個体数管理捕獲。下草刈り
による視界の確保など侵入防
止など。

緩衝地帯 人間活動と
クマの生息
の両立 

○コア生息地を除くクマの生息域となるゾーン（※緩衝
地帯の中にも排除地域と管理強化ゾーンが設定可能）。

コア生息地

クマにとっ
て良好な生
息環境を保
全 

○地域個体群の安定的な維持を図るため、クマにとって
良好な生息環境を保全するゾーン（※コア生息地の中
にも排除地域と管理強化ゾーンが設定可能）。 コア生息地

ヒグマの生息に配慮 ○健全な個体群の維持を担保す
るうえで重要な奥山等の地域。

○問題個体以外の捕獲は行わな
い。良好な生息環境の保全。

260218環境生活部ヒグマ対策室

特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ編）
令和７年度版（案）：パブリックコメント用資料の「ゾーニング管理におけるゾーン区分、目的、定義」の道ガイドラインとの対比表



https://www.town.setana.lg.jp/industry/post_1494.html

せたな町は、再生可能エネルギーに係るゾーニングで、
GISデータをほぼ整備済み

https://www.town.setana.lg.jp/industry/post_1494.html










環境省ガイドライン 広域的な管理の必要性

環境省 特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ編）（２０２６）



Ａ市

B町

C村

環境省ガイドライン 広域的な管理の必要性



せたな町の広域ゾーニング（作成案）
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クマ出没情報公開システムの先進事例

東京都

新潟県

https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiMTI3ZWMwMzktODJkZS00NzMxLWI0MTctOTVlODBhMjEzMGY0IiwidCI6ImQwMzAyZmNjLTNlODEtNDljMy04MjM1LWQzMTFhMzY4NGNmYyJ9
https://www.arcgis.com/apps/dashboards/20b4d06fb3b34776959a4e69c7a8511a


群馬県

長野県岡谷市

https://www.arcgis.com/apps/dashboards/5276d2ebf02a42da8595ed2a51a334c8
https://experience.arcgis.com/experience/968328f803964d24aba607d85a2c54b7/
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まとめ「次世代型ヒグマゾーニング計画」策定に向けて

１．地域の実情をふまえた「GISによるゾーニング管理」【基本プラン】

２．隣接市町村の情報を取り込んだ「広域ゾーニング」 【基本プラン】

３．状況変化に対応するWEBGIS「順応的管理のための動的マップ」
【追加プラン１】

４．直感的な理解を促す「3Dマップによるビジュアル表現」

５．住民参加型のリアルタイムモニタリング（LINE,AI等の活用）
【追加プラン２】

６．情報の共有化と即時性のある対策の実施
【追加プラン２】



GISによるゾーニング管理 【基本プラン】

地域の実情やワークショップで得られた情報もGISに反映し、

各市町村に最適化したゾーニング計画を策定
広域ベースマップを、市町村ごとの計画へ

・森林 ・河川 ・移動経路
・生息環境 ・出没履歴 ・誘引物

・学校 ・保育園 ・通学路
・農地 ・集落 ・公共施設

重ね合わせ

市町村ごとの
ハザードマップ

ヒグマ生息域（ヒグマ目線）

ヒグマにとって利用しやすい環境をGISで分析

人間生活域（人間目線）

人への影響をGISで整理

インターリージョンの提案１



広域的な管理 【基本プラン】

隣接自治体の情報を含め、対象市町村を中心に置いた

「広域圏ベースマップ」

ヒグマは行政界を超えて行動

インターリージョンの提案２



・WEBGISを活用した動的ゾーニングマップ（イメージ）
・直感的な理解を促す「3Dマップによるビジュアル表現」

インターリージョンの提案３ 順応的な管理 【追加プラン１】



インターリージョンの提案４ AIを導入した住民参加型情報システム

・情報の共有化と即時性のある対策の実施 ・住民参加・AI・データベース・GIS・WEB・対策

【追加プラン2】

個体識別：
※問題個体と
問題なし個体
を識別

問題個体識別 移動ルート解析 危険度評価



ヒグマ対策にDX（デジタルトランスフォーメーション）





ヒグマ出没
情報

ヒグマ出没
情報



〇 ハードウェア (Hardware)
パソコン、スマホ、タブレット、GPS機器、
ドローンなど

〇 ソフトウェア (Software)
ArcGIS（有償）、QGIS（無償）など

〇 データ (Data)
国土数値情報、CGISJ、オープンデータ

〇 手法・プロセス (Methods)
手順、解析手法、システム
オーバーレイ解析やネットワーク分析など

〇人材 (People)
ソフト、アプリを使うユーザー、専門家

GIS導入の５要素



小中高校生は世界標準のGISソフトが無償提供
（ドローンソフト含む）



交付金・補助金を活用した導入支援

北海道の強力な補助金制度と特別交付税措置を活用し、

自治体の財政負担を極小化しながら、実効性の高い対策を実現します。

北海道「ヒグマ対策事業補助金」の対象範囲

計画策定（ゾーニング） ICTツールの導入・運用 専門人材等の体制構築



このような自治体様はぜひご相談ください

ヒグマ対策の計画策定から運用まで、一貫して伴走支援致します。

 まずゾーニング管理を始めたい

 広域ゾーニング計画策定

 地域ハザードマップ作成

 出没情報の収集・共有の仕組みづくり

 GISを活用したヒグマ対策支援

 ワークショップ・合意形成支援

問い合わせ：https://inr.jp/contact/
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